
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究内容： 多次元データの低次元化とその分析 

【１】研究の概要 

①多次元データの低次元化に必要な HOSVDよりも高速・高精度な手法の開発を行っています。 

②MPCA や NMF により多次元データ分析を行い、学業成績や医療（リハビリテーション）データなどを分析しています。 

③HOSVD アルゴリズムは難解なので、計算過程を 3DCG 化した理解支援システムを開発しています。 

④活動量計データから ADLの改善を分析し、機能的自立度評価表（FIM）値を推測する手法を研究しています。 

 

【２】研究内容の紹介（医療データ分析例） 

           
 

【３】研究の特長（従来技術との優位性および応用分野） 

・HOSVDはビッグデータ解析のために必要な技術ですが、それよりも優れた多次元データ展開手法を開発しています。 

・種々の多次元データに対して、MPCAやNMFなどの数種類の多次元データ分析手法を適用し、詳細な分析を行うこと

が可能です。 

・HOSVD 理解支援システムは他にないもので、さらに進んだ応用手法の開発等の基礎理解に有用です。 

・活動量計から主な FIM値が推測できれば、リハビリテーション患者の在宅医療に利用できます。 
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技術相談 

提供可能技術： 

・多次元データを高次特異値分解（HOSVD）により低次元して、分析しやすくします。 

・多次元主成分分析（MPCA）や非負値行列分解（NMF）により、多次元データを分析します。 

・HOSVD の計算方法を 3DCG化した理解支援システムを開発しています。 

・活動量計から日常生活動作（ADL）の改善を分析します。 

・統計解析ソフトウェア Rを用いて種々の統計分析を行います。 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

主な開発ソフトウェア 

・多次元主成分分析（MPCA）計算プログラム（R, Mathcad） 

・非負値行列分解（NMF）計算プログラム（Mathcad） 

・べき乗法による多次元データ展開計算プログラム（C, Scilab,R） 

・高次特異値分解（HOSVD）理解支援システム（Open GL, Processing, Python） 

 

 


